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1.活動報告 

1.1沿道景観調査 

9 月 15 日（土）から調査開始。各コースの人たちには 15～22 箇所をチェックして

もらい、コース毎に撮影してもらう。今回もみんなかではなく E-Photo Club で調査

を行う。今回は調査を実施するにあたりマニュアルを作成した。景観整備機構ができ

ればこの事業を仕事としてできればいい。 

 

1.2景観学習 

1.2.1中標津小学校 

実施日 平成 30 年 9 月 25 日 

1 回目 9：25～10：10 

2 回目 10：40～11：25 

スタッフ 去年も手伝った N-CAN より 3 名参加予定。スタッフ募集はなし。 

 

1.2.2中標津東小学校 

実施日 平成 30 年 10 月 30 日 

1 回目 9：30～10：15 

2 回目 10：35～11：20 

3 回目 13：30～14：30 

スタッフ クラスが多いのでスタッフが欲しい。景観についての説明等を考えると、

みんなかメンバーから出てもらうのが望ましい。 

 

1.2.3計根別学園 

実施日 平成 30 年 10 月 31 日 

1 回目 11：20～12：10 

スタッフ 農業高校の生徒さんが手伝ってくれる予定。計根別に住んでいる方のス
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タッフも募集している。次回の計根別みんなか（9/25）で募集する。 

 

1.2.4景観学習説明会 

景観学習のスタッフをするにあたり、どんな手伝いをするかマニュアルを作成し、

1 日かけてどこかで説明会を受けてもらう予定。複雑な作業ではない。日程は未定。 

 

1.3計根別かぼちゃランタン 

1.3.1現状報告 

・ 苗を植えた時期は気温が低く、日照も不足して生育不良だった。 

・ その後は雨が降らず水不足になったので、水を撒いて対処した。 

・ 成長してからはシカによる被害が発生した。電気牧柵による対処を施すも、高  

さが足りずかなりの被害を受けた。 

 

1.3.2今後の方針 

・ いくつか花が満開になったが、これからでは遅いので間引きし、必要最低限の  

かぼちゃを確保できるように個別で囲う予定。 

・ シカの被害により提供できるかぼちゃの確保が困難になったため、子どもに配

る分を考えて改めてかぼちゃを購入して提供したい。 

・ 協力してもらった計根別幼稚園の周りをかぼちゃランタンで飾りつけたい。 

・ この活動は 1 年で終わらず、来年に向けて活動内容の検討を行い、計根別幼稚

園、計根別学園、農業高校と協力して町おこしにつながるような活動がしたい。 

 

1.4計根別の魅力聞き取り 

農業高校の生徒により 2 名から計根別の魅力聞き取りを行い、その内容について 

は農高生徒がまとめている。フォーラムで農高生徒より報告してもらう予定。 

 

2.これからの活動について 

2.1法人化への道のり 

・ 先日開催した学習会で、景観整備機構の必要性については共有されたと思う。 

・ 数人から NPO 法人を作るのにイメージとして定款案を作り、具体的に進めていくた
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めの資料としたほうがいいのではという意見をもらった。 

・ みんなか会議は個人や組織からの推薦できてもらっているが、景観整備機構が法人

化する際には組織として加わってくれるような仕組みを作りたい。 

・ NPO 法人の役職は個人だが、組織として正会員や運営委員として参画していかない

と、個人の集まりが好きなようにやって景観整備機構として動いているだけだと言

われると困る。 

・ 今回は個人として集まってもらっているが、その話をここで進めるのは難しいので、

「裏みんなか」をとして、本気で組織を参加させる方法を話し合う部会を開催した

い。 

・ 組織や団体の会長が、NPO 法人の正会員として組織として入ってもいいと言ってく

れる条件を真剣に考えて話し合いたい。 

 

2.2意見交換 

・ 東方企画のときは個人で好きなようにやっていく中で、話し合いで終わったり、資

金の問題だったりで実際に動いた活動は少なくなった。 

・ なにをすればいいか、どうすればいいかが具体的に決まらず、決まったとしても実

行力がなかった。 

・ 西部地域まちづくり協議会は複数町内会による組織となっており、年 1 回に各町内

会会長と主だったメンバーが集まり総会を開いている。それで話を持ち帰り、総会

を開いて方針を作り、持っていくという流れを考えると 1 年くらいかかるというス

パンで考える必要性がある。 

・ 東方企画は力のあるメンバーが集まり、なんでもできるような印象を抱いていた。

結果的にもフォトコンテストなど成果物として残ったものもある。当時は今ほどネ

ットが発達していなかった時代で、色々なことができる可能性がある時期だったが、

形に残すのも難しい時期だった。今は色々と条件が変わってきているが、いい経験

だったのではないかと思う。 

・ 計根別では大きな団体として計根別農協や同士会、民間企業数社しかなく、町を一

つにして動くためには他にも計根別幼稚園や計根別学園、農業高校にも声かけして、

全ての団体で共有して事業をしていきたいという考え方がある。計根別単位ならこ

れで済むが、中標津となると多くの団体・組織がある中で、そういった団体を蔑ろ
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にして何かを変えていくというのは現実味を帯びない。各団体から理事者や会長、

理事会に出席している方に来ていただければ落とし込みも楽だと思うが、色々と忙

しくそれが難しい状況で、それが実現しないと法人化しても、色の取り決めや景観

の活動等の実現が難しい。 

・ それを実現化するための本音トークをするために「裏みんなか」を開催したい。 

・ 資金、人材というのは組織から来るものだと思うが、組織というはあれもこれも手

をつけるというのではなく、１つの団体を頭になって組織づくりをして、その組織

をまた次の組織へと広げていくというやり方がいいのかなと思う。 

・ 「裏みんなか」は役場でやりたいと思う。もし開催するのであれば日にちは 10 月

30 日（火）。 

・ イメージ的には、法人化設立準備会のような立ち位置。 

・ 景観まちづくりについてももっと広報に力を入れたほうがいい。広報なかしべつに

枠をいただくなど。町民に対して組織そのものや活動についてまだ浸透していない。 

・ 次回会議があるなら道新や釧新にオブザーバーとして参加してもらい、活動を別角

度で広報したほうがいいと思う。 

・ みんなか報告書については広報折込みで全戸配布した。みんなかカボチャの活動に

ついても新聞で取り上げていただいた。広報の仕方についてはもう少し工夫が必要。 

・ 整備機構は公的な機関となるので、各団体より協力を得て、決定機関として町民に

信頼をしてもらえる組織づくりが大切。 

・ 清里町に行ったが雑草が生えてなくて、花が植えてありとても綺麗な町だった。そ

れがその町の文化ということで、中標津の文化はなんなのか、全体のレベルアップ

を図るにはやはり組織として動く必要があるのかと思う。 

・ 計根別の町営住宅のガーデニングを見て驚いた。気合が入っている。とても芝桜が

綺麗。調べると昭和 11 年から昭和天皇が北海道に来たときに全道で綺麗にする運

動が始まりそれが続いている。 

・ 計根別は少し前まで壊れかかった家があって印象が悪かったが、そのイメージを払

拭しようというみんなの気持ちが現れている。 

・ 中標津市街地も大きな通りは綺麗になっているが、少し外れると花が枯れていたり

する。 

・ 町内会による花壇整備の状況などを広報などに載せて隣町にアピールするのも良
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いのではないか。 

・ 和歌山県の紀伊田辺に住んでいたことがあって、そこの町内会よりは大きいコミュ

ニティがあり、交差点にあるガーデニングスペースを綺麗にして色々な賞をもらっ

ていた。お金も手間もかかっていたと思う。 

・ 種子島のような離島では、ハイビスカスなどが当たり前のように町並みにあって、

手を入れている感じではないが、自然な感じで四季折々の町並みの花として良かっ

た。 

・ 各町内会での活動は聞き及んでいるが、釧路新聞に載せきれない。そういう活動を

みんなかでお便りを作って紹介していくというのもありかと思う。 

・ 札幌では空き地を複数企業で整備して、協賛企業として名前を入れたり、ガーデニ

ングしている方に花苗の生育をお願いして、それを購入するという活動もある。 

 

2.3来年度以降の活動 

・ みんなかワークショップを何回か開く必要がある 

・ 沿道景観調査は残っている路線をやりたい。 

・ 色の取り組みも、来年度どういう取り組みになるがわからないが、中標津の色を決

めていくためのプロセスを考えていきたい。 

・ 景観学習も検討。 

 

3.第 6回みんなかの日程調整 

・平成 31 年 1 月 17 日に決定。今年度最後のみんなかになる。 

 

4.景観の日について 

景観計画の中でも景観の日についての記述があるので、森田先生にちなんだ景観の日

を作りたいと考えている。誕生日は 4 月 10 日で年度初めの時期で厳しい。景観条例を

作ったときの 7 月 1 日は割りといいかなと思っている。もし他にいい日があれば提案し

てほしい。景観の日になにをするかというのは今後考えていきたい。景観審議会で事務

局案を提案し、審議したい。 

⇒後日、景観法によって既に景観の日があることが判明（6 月 1 日）。中標津の景観

の日として、名称等も考える必要がある。 


